
「いしのまきＮＮ通信」は，石巻地域の農業農村整備事業に関連する活動等を広くお知らせすることを目的に，年３回程度発行していま
す。掲載希望の情報等がありましたら農村振興班までご一報ください。今後ともよろしくお願いします。

第４７号

発行日 令和２年１０月２９日

▲上品山より望む石巻管内の風景（Ｒ２.０９.１９撮影）

一日も早い災害復旧と
農地復興を目指して

試験栽培，はじめました。～challenge in 宮戸～

令和２年度，東部地方振興事務所 農業農村整備部では，奥松島地域宮戸でアスパラガス・ミニトマト・
サツマイモの試験栽培を実施しています。
本４７号では令和２年８月６日・１０月７日の取組について紹介いたします。次ページをご覧ください！

令和２年８月６日グループワークの際に調理＆試食：４色ミニトマトを用いた「奥松島４色マルゲリータピザ」

https://www.pref.miyagi.jp/soshiki/et-sgsin-ns/
https://www.pref.miyagi.jp/soshiki/et-sgsin-ns/
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奥松島地区 宮戸２・７分区権利者会議を開催しました

東日本大震災により甚大な被害を受けた奥松島地区では，農山漁村地域復興基盤総合整備事業により，
ほ場整備を実施して参りました。ほ場整備事業とは，大型機械を導入した近代的営農を推進することなど
を目的とし，農地の区画形状を整える・用排水路や農道等を整備するなどの取組を実施するものです。
奥松島地区は「洲崎･東名工区」「宮戸B工区」及び「宮戸１分区～宮戸１１分区」の１３分区からなる

分区制により整備を進めており，令和２年９月４日，宮戸市民センターを会場として宮戸２分区・７分区
の権利者会議を開催しました。
権利者会議とは，ほ場整備事業の最終局面にあたり，工事前の土地（従前地）に存在した所有権・耕作

権などの各種権利を工事後の土地(換地）に移転するための「換地計画書」を議決するものです。宮戸２
分区・７分区の権利者会議では，いずれも意思表示を行った全員の同意をいただき，換地計画書が議決さ
れました。
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令和２年８月６日，関係者等にお集まりいただき，フィールドワーク及び「宮戸を語ろう」グループ
ワークを開催しました。フィールドワークでは今回の試験栽培の取組について当部職員より説明した上で，
参加者によりほ場の生育状況を確認し，ほ場に実ったミニトマトを試食しました。その後，グループワー
クでは宮戸地域のよい点・課題を整理した上で，宮戸地域でできるイベントについて意見を交わしました。
また，グループワーク後には，松島自然の家職員の指導のもと「奥松島４色マルゲリータピザ」（前ペー
ジ写真）を当部職員・農業振興部職員が調理し，参加者で試食しました。赤・黄・緑・紫の彩りよいミニ
トマトの甘みと酸味，そして濃厚なチーズの織りなすハーモニーに，参加者は舌鼓を打ちました。
令和２年１０月７日，グループワークの続編となるワークショップを開催しました。このワークショッ

プは，前回のグループワークで出していただいた意見についてブラッシュアップを図ったものです。参加
者の主体性が高い，白熱した意見交換が行われました。今回のワークショップでは参加者間でイベント構
想の共有ができたことから，今後はイベントの実現も視野に入れて，さらに検討してゆく予定となってい
ます。

～令和２年８月６日フィールドワーク＆グループワーク・１０月７日ワークショップの開催～
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奥松島地区で桃が収穫されました！

奥松島縄文村歴史博物館の南側に所在する奥松島地区・宮戸
６分区のほ場では，ほ場整備を実施した水田を転作果樹園とし
て活用し，桃の栽培に取り組んでいます。桃は東日本大震災か
らの復旧・復興に向けた「奥松島地域営農再開実証プロジェク
ト」のもと平成２８年３月に定植したもので，「奥松島果樹生
産組合いちじくの里」により栽培されています。
令和２年８月，この桃の収穫・販売が行われました。はじめ

て本格的な実りがあったのは平成３０年度で，今年は３回目の
本格的な収穫となりました。
紅く，たわわに実った桃は甘く，固めです。８月の猛暑のな

か，組合の皆様はひとつひとつ手作業で丁寧に収穫を行ってい
ました。収穫された桃はほ場での直売のほか，地域の一部スー
パーマーケットでも販売され，好評を博しました。

オリーブが順調に生育しています！

石巻市では，東日本大震災からの復興樹として平成２６年度
以降，オリーブの栽培に取り組んでいます。オリーブは地中海
性気候での栽培に適した植物であり，従来は関東地方が栽培の
北限と考えられていましたが，石巻市がこの北限を覆しました。
したがって，石巻市のオリーブは露地栽培では，日本最北のオ
リーブとなります。
石巻のオリーブ栽培用地のうち北上地区の原ほ場は，当部が

実施している県営ほ場整備事業「北上地区」の一環で，換地の
手法により用地を確保したものです。
石巻のオリーブは早熟なフレッシュグリーンの実の段階で収

穫します。これは，「エキストラバージンオリーブオイル」と
呼ばれる高品質なオイルを生成するためには早熟な段階での収
穫が必要となるためです。早熟な段階で収穫し，搾油すること
で生成される「エキストラバージンオリーブオイル」は，ピ
リッとした辛味･すっきりした後味が特徴です。
オリーブは，１１月頃の収穫が予定されています。昨年を超

える実りが期待されます。

写真：北上地区原ほ場のオリーブ（令和2年9月撮影）

写真：収穫された桃・直売所で撮影（令和2年8月撮影）
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東部ＮＮ ＨＰを是非ご利用ください！

～よくあるご質問等について～

・「事業の要綱・要領や概要を調べたい」
・「管内図のデータが欲しい」 →①or⑫の「お役立ち資料集」よりご覧ください。
・「工事関係の情報を知りたい」
・「多面的機能支払交付金関係の情報を知りたい」→⑦ 「多面的機能支払交付金取組状況」をご覧下さい。
・「事業完工誌を探したい」 →⑩「広報誌・パンフレット等一覧」よりご覧下さい。
・「オリーブの情報を知りたい」 →③「石巻産オリーブ 記事一覧」よりご覧ください。
・「奥松島の桃栽培に関する情報を知りたい」 →④「奥松島地区」よりご覧下さい。
・当部より「重要なお知らせ」は①or⑫の「お役立ち資料集」よりご覧いただけます。
・県NN各部等HPの新着更新情報は， ①or⑫の「お役立ち資料集」中「関係機関新着更新情報一覧」より
一括してご覧いただけます。

東部地方振興事務所農業農村整備部ＨＰは，土地改良事業関係の皆様をはじめ，当部の情報を必要と
される県民の皆様が掲載情報にアクセスしやすいＨＰを目指しております。是非ご利用ください。

①

②

③

④

⑤

⑥ ⑦

⑧ ⑨

⑩ ⑪
⑫

当部HPは，以下のQRコードから
アクセスいただけます。

「いしのまきNN通信」は，

宮城県東部地方振興事務所
農業農村整備部農村振興班

が編集しております。

＜お問い合わせ先＞
〒986-0850
石巻市あゆみ野五丁目7番地
（宮城県石巻合同庁舎4階）

Tel 0225(95)1411
（内）2631

Fax 0225(96)4880

E-mail 
et-ss-nos@pref.miyagi.lg.jp

※部HP URL：https://www.pref.miyagi.jp/soshiki/et-sgsin-ns/

https://www.pref.miyagi.jp/soshiki/et-sgsin-ns/

